
Ⅰ 1
(1)

1 ①理念が明文化されている。 a

2 ②理念に基づく基本方針が明文化されている。 a

(2)
3 ①理念や基本方針が職員に周知・理解されている。 a

4 ②理念や基本方針が利用者等に周知されている。 a

2
(1) 中・長期的な

ビジョンの明
確化

5 ①中・長期計画を踏まえた事業計画が作成されている。 a

(2) 重要課題の明
確化 6 ①事業計画達成のための重要課題が明確化されている。 a

(3) 計画の適正な
策定 7 ①施設の事業計画等､重要な課題や方針を決定するに当

たっては､職員と幹部職員とが合議する仕組みがある。 a

3 8 ①質の向上に意欲を持ち、その取り組みに指導力を発揮して
いる。 a

9 ②経営や業務の効率化と改善に向けた取り組みに指導力を
発揮している。 a

Ⅱ 1 10 ①事業経営を取り巻く環境が的確に把握されている。 a

11 ②経営状況を分析して、改善すべき課題を発見する取り組み
を行っている。 a

2
(1)

12 ①人事方針を策定し、人事を計画的・組織的に行っている。 a

13 ②職員評価が客観的な基準に基づいて行われている。 a

14
①事業所の就業関係の改善課題について､スタッフ（委託業
者を含む）などの現場の意見を幹部職員が把握できる仕組
みがある。

a

15 ②福利厚生に積極的に取り組んでいる。 a
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